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社）奈良県臨床衛生検査技師会 第４回通常理事会議事録 

 

開催日時：平成 22年 7月 8日（木）18：00 から 

開催場所：奈良県リハビリテーションセンター 討議室 

出 席 者：山本、宗川、今田、林田、北川、内池、後藤、畑中、内間、延命、梅木、

久保、山下、上杉、横山、藤本、倉本、田中、枡尾、猪田理事 

欠 席 者：なし 

 

Ⅰ 議事録の確認 

1.平成 22 年度第 3回通常理事会議事録 

第 3回通常理事会議事録を確認し、一部修正し承認した。 

 

Ⅱ 理事行動報告（平成 22年 6月 10 日から平成 22年 7月 7日） 

1．平成 22年度第 3回理事会：6月 10 日（木）／奈良県総合リハビリテーション

センター 討議室 山本、今田、宗川、北川、山下、後藤、内間、梅木、延

命、内池、上杉、横山、枡尾、田中、猪田 

2．第 1回精度管理事業推進委員会：6月 10 日（木）／天理よろづ相談所病院 北

別館 1F 第 4会議室 久保 

3．JICA 仏語圏アフリカ臨床検査技術コース事業に係わる近臨技海外協力委員会

解散式：6月 11 日（金）／大臨技事務所 宗川 

4．第 50回近畿医学検査学会 企業参画企画ランチョンセミナー打ち合わせ会： 

6月 17 日（木）／天理よろづ相談所病院 北別館第一会議室 山本、今田、

山下、畑中 

5．健康づくり財団監査 6月 18 日（金）／健康づくりセンター 今田 

6．第 1 回（財）健康づくりセンター理事会・評議会：6月 24 日（木）／奈良県

健康づくりセンター会議室 山本、今田、宗川 

7．第 1 回公益法人化準備委員会：6月 24 日（火）／県立総合リハビリセンター 

2階討議室 山本、今田、林田、延命、枡尾、田中、久保、後藤、梅木 

8．第 1 回（財）健康づくりセンター理事会・評議会：6月 24 日（木）／奈良県

健康づくりセンター会議室 宗川 

9．第１回講演会等企画委員会：6月 29 日（火）／天理医学研究所 第 2 研究室 

上杉、宗川、林田、北川 

10．近臨技公益法人対策部会：6 月 30 日（水）／大臨技事務所 林田 

11．平成 22年度第ふれあい・いきいき祭り担当者会議：6月 30 日（木）／橿原

市水道局 4Ｆ会議室 横山 

12．第 2 回検査データ標準化委員会：7月 3 日（土）／天理よろづ相談所病院 南

別館 4階会議室 山本、梅木 

13．第 2回精度管理事業推進委員会：7月 5 日（月）／天理よろづ相談所病院入
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院棟 臨床病理部受付 久保 

14．奈良県医師会総会 7 月 7日（水）／奈良県医師会館 今田 

 

以上の行動報告を、承認した。 

 

Ⅲ 役員等派遣報告 

1. JICA 仏語圏アフリカ臨床検査技術コース事業に係わる近臨技海外協力委員会
解散式：6月 11 日（金）／大臨技事務所 宗川 

2. 健康づくり財団監査 6月 18 日（金）／健康づくりセンター 今田 
3．第 1 回（財）健康づくりセンター理事会・評議会：6 月 24 日（木）／奈良県

健康づくりセンター会議室 山本、宗川、今田 

4．近臨技公益法人対策部会：6 月 30 日（水）／大臨技事務所 林田 

5．平成 22年度第ふれあい・いきいき祭り担当者会議：6月 30 日（水）／橿原市

水道局 4Ｆ会議室 横山 

6．奈良県医師会総会：7月 7日（水）／奈良県医師会館 今田 

 

以上の役員等派遣報告を、承認した。 

 

Ⅳ 会議、委員会等開催報告 

1．第 1回精度管理事業推進委員会：6月 10 日（木）／天理よろづ相談所病院 北

別館 1F 第 4会議室 

2．第 1 回公益法人化準備委員会：6 月 24 日（火）／県立総合リハビリセンター 

2階討議室 

3．第１回講演会等企画委員会：6月 29 日（火）／天理医学研究所 第 2研究室 

4．第 2回精度管理事業推進委員会：7月 5日（木）／天理よろづ相談所病院入院

棟 臨床病理部受付 

 

以上の会議、委員会等開催報告を、承認した。 

 

Ⅴ 経過報告 

 会長 

1．健康づくりセンター理事会後 医師会長、看護協会会長、放射線技師会会長に

第 50回近畿医学検査学会記念式典の挨拶、出席のお願いをした。 

2．臨床検査データ標準化委員会 

   臨床検査室精度保障認証制度について、各施設に理解していただくために、

1月の代表者会議の後に説明の時間を設定していただく方針で、組織法規部と

相談していくこととなった。 

3．参議院選挙の比例代表に臨床検査技師として初めて、あかいし清美氏（SRL 元
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顧問）が立候補した。6 月 21 日に天理よろづ相談所病院へ来院され、協力要

請を受けた。日臨技の理事を引受けたいきさつ、生体検査の外注化、日臨技

の臨床検査振興協議会に対する意見、厚労相下のチーム医療推進会議への対

応等について赤石氏の考えをお聞きした。奈臨技の会員に臨床検査技師の代

表を国会に送ることに協力していきたい。 

 

  事務局総務部 

1．JAMTIS 権限について 

部門長・分野長の JAMTIS 権限を登録した。なお、研修会申請等で不都合

がないか確認を願いたい。 

2．近臨技公益法人対策部会について 

福井以外の 6 府県関係理事が出席し、進捗状況と問題点さらに今後の展望が

話し合われた。申請間近と考えていた大臨技は、ほぼ定款はできているが、

事業について書類が整備できず、今年度中は難しいようだ。兵臨技は事業の

整理が済んでいるが、定款はこれからとのことで、和歌山、滋賀は進んでい

ないとの報告であった。 

3．日衛協顧問赤石氏との面談について 

赤石清美氏が 6 月 21 日（月）天理よろづ相談所病院を訪れ、山本会長と意

見交換を行った。内容は別紙資料の通りである。 

4．庶務部会について 

1）6 月 28 日 奈臨技ニュース、学会チラシ・ポスター、SAS 研究会チラシ

の送付を行った。 

5．奈臨技 IT委員会 

1）新規掲載内容 

6月 7日 奈臨技ニュース印刷版未掲載の研修会を掲載した。 

6月 21 日 奈臨技研修会「臨床化学研修会」資料、きれいにとれるシリー

ズ「ABR 編」「MEP 編」を掲載した。 

の掲載した。 

6月 21 日 日本超音波医学会第 37回関西地方会学術集会をリンクした。 

6月 22 日 第４回奈良ＳＡＳ・生活習慣病セミナーのご案内を掲載した。 

7月 2日 奈臨技ニュース 7月号 第 194 号の掲載した。 

6．会員の移動について 

〔正会員数〕562 名  （平成 22 年 7 月 1日現在） 

会費納入済み 534 名 未入金者 28名 新入会員累計 25名 

〔新入会〕 4名 

〔再入会〕 1名 

〔変更〕  2 名 

事務局経理部 
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1. 日臨技助成金について 

 日臨技より事務処理代行費として、平成 22 年度国民医療助成金および教育研

修事業助成金が振り込まれた。 

学術部 検査研究部門担当  

1.特になし 

学術部 精度管理担当 

1．平成 22年度奈良県臨床衛生検査技師会精度管理調査について 

1）参加施設数は、60施設と前年に比べ 3施設減少した。 

2）サーベイ試料は 7月 6日に発送し、回答の締切を 7月 16 日とした。 

3）例年行っている生化学、血清の 2 次サーベイを今年度は原則として行わな

い。ただし、必要があれば各部門で検討する。 

2. 精度管理調査試料発送について 

試料の発送準備を 7月 5日に行い、翌日発送した。 

3. 生体検査の精度管理が未実施について 

 委員会の中で、生理機能検査の精度管理が行われていないことについて意見が

あり、このことについて実施に向けて検討したい。 

学術部 生涯教育担当 

1．マネージメント研修会ついて 

標記の研修会について日程表を作成した。１ヵ月単位で６回の研修会を計画

し、１回 20名程度を考えている。場所は奈良県リハビリテーションセンター 

討議室をお借りしたい。なお、詳細な運営については委員会を設置し討議し

ていく。委員会の委員については前年度の委員会名簿を参考とし再考したい。 

案内分については内容を見直し、各施設の技師長宛に送付したい。 

渉外部 

1．平成 22年度公開講演会について 

  第 1回講演会等企画委員会を開催し、委員長 上杉理事、 副委員長 大林 準

とし、平成 22 年度公開講演会について討議し、以下の通りとして進めること

とした。 

講演者：天理よろづ相談所病院副院長兼内分泌内科部長 石井 均 先生 

開催日：平成 23年 3月 6日（日） 

会場 ：かしはら万葉ホール 

その他：併設研修会、検査コーナーについても例年通り行う 

詳細は別紙添付資料の通りである 

地域保健事業部 

1.平成22年度ふれあい・いきいき祭 担当者会議報告 

 6月30日橿原市水道局 4階会議室にて表記会議があり、以下の通りとなった。 

 開催日：平成22年10月24日（日）午前10時OO分～午後3時00分 

 場所 ：かしはら万葉ホールとその周辺 
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 その他：スタンプラリーを行う 

 詳細は別紙資料の通りである 

組織法規部 

1．公益法人化の対応について 

 6 月 24 日（火）に第１回準備委員会を行い、延命委員を委員長とした。 

 公益社団法人へ移行のため、別紙資料の通り準備作業を行うこととした。 

 公益法人の事業比率を 50％以上とするため各理事は事業費用を延命理事まで

７月 12日までに届けることとした。 

福利厚生部 

1．6/11 呼吸機能検査スパイロ[1]の障害賠償保険加入者名簿を提出した。 
広報部 

1．奈臨技ニュース 2010 年 7号 第 194 号発行した。 

地区担当部 

1．特に無し 

学会担当 

1．第 50 回近畿医学検査学会ランチョンセミナー12 社の日程および会場の割り  

当てが決定した。 

2．演題登録システム変更について：出版社のセカンドのシステムを利用する予

定であったが、生涯教育の点数の登録（とくに共同演者）の問題から技師会

の演題登録は、JAMTIS のシステムを使用、他の 2 団体はセカンド社のシステ

ムを利用することとなった。7 月 15 日直前に公開することで準備を進めてい

る。 

3．学会ホームページに、50 回記念公開講演および教育講演の概要、シンポと教

育セミナーのテーマとねらい、およびチーム医療と POC セミナー案内につい

て、7月 1日にアップした。 

4．シンポおよび教育セミナーの講師および司会の依頼状を送った。 

5．各府県に座長推薦の依頼を送った。 

6．学会中に開催される種々の会議について日程調整を行った。近畿理事会は 11

日、12日の両日ランチタイムで、関連学会連絡会議は、11日 9時で、次期開

催連絡会議は 12日 16 時半で調整中。シンポ打ち合わせ会議は、12日午前と

午後を使い各研究班がシンポと重ならない時間帯を予定。 

7．日臨技会長に記念式典への出席と抄録集掲載の挨拶文を依頼した。 

8．近畿会長 富永氏と次期開催県会長 吉田氏に、抄録掲載の挨拶文を依頼し

た。 

以上の経過報告を、承認した。 

 

Ⅵ 会計報告           
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1．６月分の収支状況について 

収支状況について、別紙資料にて報告があり、承認した。 
 

Ⅶ 議題  

 地域保健事業部 

1．平成 22年度橿原ふれあい・いきいき祭について 

当会の出展内容について、血糖測定、血球観察、肺活量、頚動脈エコー、医

療・検査相談を行なう提案があり、承認された。 

なお、実務委員については 25名程度とし、人選については後日相談し決定す

ることとした。また、本事業は日臨技損害賠償保険リンクスを掛けることが

承認された。 

 

 近畿理事会 

1. 日臨技代議員会への対応について 
日臨技代議員会における質疑・意見の調査を行ない別紙資料の内容を得た。ま

ず、第 2回近臨技理事会にて近畿地区から選出されている日臨技理事による回

答を頂き、不明な点・必要な要望を整理し、代議員会に諮る提案があり承認さ

れた。 

 

Ⅷ 会議、委員会等開催の申請について 

1．第 2回公益法人化準備委員会 

日時：7月 22 日（木）18：30～ 

場所：県立総合リハビリセンター 2階討議 

議題： ①新公益法人制度に向けた各部局の事業・予算の見直しについて 

 ②その他 

2. 第 50 回近畿医学検査学会 第 7回実行委員会 

日時：7月 29 日（木） 18：00～   

場所：奈良県総合リハビリテーションセンター ２階会議室 

議題： ①実行委員の選出について 

  ②予算修正について 

  ③各部局報告 

 ④その他 

3．第2回講演会等企画委員会 

日時：8月 24 日（火）18:30～ 

場所：天理医学研究所 第 2研究室  

議題：① 併設研修会について 

    ② ランチョンセミナーについて 

 ③ 検査展（パネル展示、測定体験コーナー）について 
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 ④ その他 

4. 第１回生涯教育委員会 

   日時：平成 22年 8月中旬 18 時 30 分より 

   場所：奈良医大を予定 

議題：①研修会の計画と運営について 

   ②その他 

5．第３回公益法人化準備委員会 

   日時：平成 22年 8月 26 日 18 時 30 分より 

   場所：県立総合リハビリセンター 2階討議 

議題：①新公益法人制度に向けた各部局の事業・予算の見直しについて 

   ②定款の見直しについて 

 

以上の会議、委員会等開催の申請を、承認した。 

 

その他、審議事項なし。 

 

 

 

 平成 22 年 7月 8日 

社団法人 奈良県臨床衛生検査技師会 

  議  長 林田 雅彦 

  議事録署名人 延命 孝也 

                 議事録署名人  枡尾 茂  

 


